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(57)【要約】
【課題】入力漏れや入力ミスを防止し、入力に要する時
間を短縮でき、コストを低く抑えながらもデジタル出力
できる、尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末を
提供すること。
【解決手段】尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端
末に具備される判定用の入力スイッチで、尿検査試験紙
の判定表のうちの１つと同じ色の色見本を、前記色見本
の判定結果をデジタル出力することの切替を行う選択部
分又はその近傍に有し、尿検査の結果の判定と判定結果
の入力を１回の操作で同時に行えるようにした判定入力
スイッチ３０を備えた尿検査結果の判定用端末１とする
こと。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末に具備される判定用の入力スイッチにおいて
、尿検査試験紙の判定表のうちの１つと同じ色の色見本を、前記色見本の判定結果をデジ
タル出力することの切替を行う選択部分又はその近傍に有し、尿検査の結果の判定と判定
結果の入力を１回の操作で同時に行えるようにしたことを特徴とする入力スイッチ。
【請求項２】
さらに、選択した入力スイッチの色見本の判定結果が正常値か異常値か及び/又は入力漏
れの有無を示すランプを有することを特徴とする請求項１記載の入力スイッチ。
【請求項３】
尿検査試験紙による尿検査結果の判定を行うための判定用端末であって、尿検査試験紙の
判定表の１又は複数の検査項目について、検査項目毎の全ての色見本について、各色見本
と前記色見本の示す判定結果の表示とを備えた入力スイッチを前記尿検査試験紙の判定表
と同じ配列で配置してあることを特徴とする、尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端
末。
【請求項４】
尿検査試験紙による尿検査結果の判定を行うための判定用端末であって、
前記尿検査試験紙の全ての検査項目についての検査項目毎のカートリッジからなる群と、
前記カートリッジをいずれも装着可能な少なくとも３以上のポートとを有し、
前記カートリッジが、尿検査試験紙の判定表の該当する検査項目の欄に並べられた色見本
と同じ数の判定入力スイッチと、前記ポートに接続する接続端子とを備え、かつ前記判定
入力スイッチはそれぞれ異なる色見本を備えるのものであって、
前記ポートが、各カートリッジに接続する接続端子を有し、
前記カートリッジからなる群から任意のカートリッジを選択して、前記ポートに、検査時
に使用する尿検査試験紙の備える検査項目と同配列で装着することを特徴とする尿検査試
験紙による尿検査結果の判定用端末。
【請求項５】
尿検査試験紙による尿検査結果の判定を行うための判定用端末であって、
検査項目毎の判定結果入力部、出力端子、設定・送信入力部を有し、
前記判定結果入力部が、検査項目毎のカートリッジを有し、各カートリッジには、尿検査
試験紙の判定表のうちの１つと同じ色の色見本を前記色見本の判定結果をデジタル出力す
ることの切替を行う選択部分又はその近傍に有する入力スイッチを該当する検査項目の判
定表の色見本に対応するように並べてあり、各カートリッジで選択した１つの入力スイッ
チに応じてデジタル出力する内容を出力端子に送信するものであって、
前記設定・送信入力部が、検査項目を設定し、かつ、前記出力端子からの外部へのデジタ
ル出力を行うものであって、
前記判定結果入力部が、前記設定・送信入力部で設定された検査項目に対応するカートリ
ッジのみ入力可能となるものであることを特徴とする尿検査試験紙による尿検査結果の判
定用端末。
【請求項６】
さらに、尿検査を行わないこと又は尿検査を後日行うことを含む、検査項目に対する判定
結果以外の情報をデジタル出力するための入力部である付加情報入力部を有することを特
徴とする請求項５記載の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末。
【請求項７】
さらに、前記設定・送信入力部が、出力の実行を選択する送信スイッチを有し、前記送信
スイッチで出力の実行を選択した場合であって入力し忘れた検査項目があったときに作動
する警告手段を有することを特徴とする請求項５又は請求項６に記載の尿検査試験紙によ
る尿検査結果の判定用端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、健康診断における、尿検査試験紙で行う尿検査結果の判定に用いる端末に関
する。特にデジタル出力を行う端末に関する。また、かかる端末の入力スイッチに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、施設による健康診断はもとより、巡回健康診断においてもすべての検査結果をデ
ジタル化しようとする動きが始まっており、各検査機器メーカーも持ち運びが容易なデジ
タル記録用の装置を開発している。一例として身長計測、体重計測などは測定結果を直接
、シリアル・インターフェースであるＲＳ２３２Ｃからデジタルデータを出力し、最終的
に検査を受ける者が個々に持つＩＣカードのような、記録メディアにデータを書き込むも
のがある。これが従来の個人カルテと同じ役割をする。
【０００３】
　健康診断の現場での尿検査は、尿検査試験紙による検査方法しか無いのが一般的である
。尿検査試験紙には、試験する項目に応じた呈色反応を示す試験紙片が並べて貼り付けて
ある。試験項目によって、尿に浸した後から試験紙片の呈色を判定するまでの時間が決め
られており、その時間は試験項目ごとに異なる。従来より、尿検査試験紙の保存のための
入れ物である、通常は円筒形をした瓶の外面に、検査結果の判定表が貼り付けてあり、こ
の表に判定結果の色見本とその結果である判定結果が記載されている。判定表は、メーカ
ーや検査項目の数や種類などにより異なり、１又は複数の検査項目に対し、それぞれ複数
の色見本が並べてあり、各色見本には「＋１」「＋２」「±」等の判定が付記されている
。従来の検査時では、尿に浸した尿検査試験紙と、この瓶の判定表の色見本との両方を手
に持って、試験項目ごとに決められた時間後の試験紙片の色を、その試験項目の複数の色
見本と見比べ、同じ色を呈する項を探し、その色見本に付記された判定を結果としている
。
【０００４】
　よって、検査結果を直接デジタルデータとして出力することが難しく、現時点では検査
結果を汎用の入力ターミナルまたは汎用の携帯型入力装置などを用いて入力している。
【０００５】
　尿検査試験紙の結果を検査員が判定するのではなく、持ち運び可能な自動分析装置でそ
の色の変化を判定し試験紙の結果を間接的にデジタル化する方法がある（例えば、非特許
文献１、２参照）。
【０００６】
【非特許文献１】“小型尿検査装置　プレテスターＲＭ８０５”、［online］、和光純薬
工業株式会社、［平成20年10月13日検索］、インターネット〈URL：http://www.wako-che
m.co.jp/rinyaku/products/rm-805/index.htm〉
【非特許文献２】“ニュースリリース（News　Release）”、［online］、平成１７年２
月２８日、栄研化学株式会社、［平成20年10月13日検索］、インターネット〈URL：http:
//www.eiken.co.jp/news/pdf/20050228-1.pdf〉
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　デジタル機器を導入した健康診断の現場での尿検査では、まずは、尿検査試験紙と判定
表の色見本を見比べて結果を判定する。次に、判定を忘れたり勘違いしないように、一時
的にメモをとる。そしてメモを見ながら、汎用の入力ターミナルや携帯型入力装置などに
、例えばテンキーなどにより「＋」と「１」を手入力するなどして「＋１」の判定結果を
入力するという作業を行う。
【０００８】
　したがって、色の判別、判定、メモを人が行った後に、メモに基づいて汎用の携帯型入
力装置へ判定結果を人が手入力して行うデジタル化を行うかかる方法では、３つの作業を
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する事になる。これらの作業の中で、メモの見間違いや、現状の入力装置では入力操作が
煩雑になるために、誤入力、スイッチの操作ミス、項目の入力忘れなどが起こりやすく、
また時間もかかってしまうという不具合があるという問題があった。
【０００９】
　一方、分析装置などを使用すればデジタル化は可能となるが、分析装置は高価で、小型
軽量の機種も出始めているものの依然として高価であり、導入する場合は１つの医療機関
での購入は複数台必要となることが多く、その経済的負担は大きく、また分析装置などの
検査機器には装置のメンテナンスの他に、精度管理が義務づけられているので、購入後の
手間と維持費の問題もおこり、尿検査試験紙だけを使用していた従来と比べて、かなりの
出費が予測されるという問題があった。
【００１０】
　またレントゲンや、その他の検査に係わる機器もデジタルに対応したものを導入しなけ
ればならず、かなりの資金的負担を強いられるという問題があった。
【００１１】
　したがって、本発明の第１の目的は、入力漏れや入力ミスを防止し、入力に要する時間
を短縮できる入力スイッチを提供することにある。また、本発明の第２の目的は、入力漏
れや入力ミスを防止し、入力に要する時間を短縮でき、コストを低く抑えながらもデジタ
ル出力できる尿検査結果の判定用端末を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の態様は、尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末に具備される判定
用の入力スイッチにおいて、尿検査試験紙の判定表のうちの１つと同じ色の色見本を、前
記色見本の判定結果をデジタル出力することの切替を行う選択部分又はその近傍に有し、
尿検査の結果の判定と判定結果の入力を１回の操作で同時に行えるようにしたことを特徴
とする入力スイッチを提供する。
【００１３】
　本発明の第１の態様によれば、試験項目ごとに尿検査試験紙の変色状態にもっとも近い
色見本を有する入力スイッチを押すだけで検査結果の判定を入力することができるので、
従来行っていた、（１）呈した色がどの色見本に近いか判別し、（２）判別した色見本が
どのような判定かチェックし、（３）判定した結果をメモし、（４）メモした判定を携帯
型入力装置などへ入力するという作業を、（１）直接端末で呈した色がどの色見本に近い
か判別し、（２）もっとも近い色見本を有する入力スイッチを押すという作業だけで行う
ことができる。したがって、判定結果を忘れないように一時的にメモをとる必要もなくな
る。また、操作手順が削減されるため、人的な間違いの介入の余地が無くなる効果も生ま
れる。従来の煩雑な入力作業から解放され、簡単で確実な入力操作ができるので、誤入力
、スイッチの操作ミス、入力に時間がかかるなどの不具合を解決できる。判定から結果の
入力までの一連の煩雑な作業が、１つの操作で同時に入力ができるため、非常に簡単な作
業となる。すなわち、入力漏れや入力ミスを防止し、入力に要する時間を短縮できる。
【００１４】
　さらに、選択した入力スイッチの色見本の判定結果が正常値か異常値か及び/又は入力
漏れの有無を示すランプを有することが好ましい。これにより、異常値を入力したことを
再確認させることができるので、入力間違いを防ぐ効果を持つ。あるいは、入力漏れの注
意を促されるので、必要な検査項目の入力を忘れてデジタル出力してしまうことを防止で
きる。
【００１５】
　本発明の第２の態様は、尿検査試験紙による尿検査結果の判定を行うための判定用端末
であって、尿検査試験紙の判定表の１又は複数の検査項目について、検査項目毎の全ての
色見本について、各色見本と前記色見本の示す判定結果の表示とを備えた入力スイッチを
前記尿検査試験紙の判定表と同じ配列で配置してあることを特徴とする尿検査試験紙によ
る尿検査結果の判定用端末を提供する。
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【００１６】
　本発明の第２の態様によれば、従来使用していた判定表と配列が同じであるため見やす
い。また、色の判別、判定、メモを人が行った後に、メモに基づいて汎用の携帯型入力装
置へ判定結果を人が手入力して行うデジタル化と異なり作業が簡便で且つ、入力漏れや入
力ミスを防止し、入力に要する時間を短縮でき、また、高価な分析装置で行うデジタル化
と異なり安価であるため、両者の欠点を解消し、人的な間違いを無くし、尿検査試験紙に
よる検査結果をデジタル出力する目的に特化することで低価格で提供できるため、経済的
負担を減少しながら検査結果のデジタル化をも実現できる。
【００１７】
　本発明の第３の態様は、尿検査試験紙による尿検査結果の判定を行うための判定用端末
であって、
前記尿検査試験紙の全ての検査項目についての検査項目毎のカートリッジからなる群と、
前記カートリッジをいずれも装着可能な少なくとも３以上のポートとを有し、
前記カートリッジが、尿検査試験紙の判定表の該当する検査項目の欄に並べられた色見本
と同じ数の判定入力スイッチと、前記ポートに接続する接続端子とを備え、かつ前記判定
入力スイッチはそれぞれ異なる色見本を備えるのものであって、
前記ポートが、各カートリッジに接続する接続端子を有し、
前記カートリッジからなる群から任意のカートリッジを選択して、前記ポートに、検査時
に使用する尿検査試験紙の備える検査項目と同配列で装着することを特徴とする尿検査試
験紙による尿検査結果の判定用端末を提供する。
【００１８】
　本発明の第３の態様によれば、作業が簡便で且つ、入力漏れや入力ミスを防止し、入力
に要する時間を短縮でき、また、安価であるため、人的な間違いを無くし、尿検査試験紙
による検査結果をデジタル出力する目的に特化することで低価格で提供できるため、経済
的負担を減少しながら検査結果のデジタル化をも実現できる。また、カートリッジを配列
自在に着脱可能であるので、価格を低く抑えながらもデジタル出力できる。自由にカート
リッジの配列を変えられるので、多様なケースに１つの端末で対応できる。検査時にどの
ような尿検査試験紙を使用しても、その検査項目とその配列に完全に一致した、尿検査試
験紙の検査結果の判定表となる。
【００１９】
　　本発明の第４の態様は、尿検査試験紙による尿検査結果の判定を行うための判定用端
末であって、
検査項目毎の判定結果入力部、出力端子、設定・送信入力部を有し、
前記判定結果入力部が、検査項目毎のカートリッジを有し、各カートリッジには、尿検査
試験紙の判定表のうちの１つと同じ色の色見本を前記色見本の判定結果をデジタル出力す
ることの切替を行う選択部分又はその近傍に有する入力スイッチを該当する検査項目の判
定表の色見本に対応するように並べてあり、各カートリッジで選択した１つの入力スイッ
チに応じてデジタル出力する内容を出力端子に送信するものであって、
前記設定・送信入力部が、検査項目を設定し、かつ、前記出力端子からの外部へのデジタ
ル出力を行うものであって、
前記判定結果入力部が、前記設定・送信入力部で設定された検査項目に対応するカートリ
ッジのみ入力可能となるものであることを特徴とする尿検査試験紙による尿検査結果の判
定用端末を提供する。
【００２０】
　本発明の第４の態様によれば、作業が簡便で且つ、入力漏れや入力ミスを防止し、入力
に要する時間を短縮でき、また、高価な分析装置で行うデジタル化と異なり安価であるた
め、両者の欠点を解消し、人的な間違いを無くし、尿検査試験紙による検査結果をデジタ
ル出力する目的に特化することで低価格で提供できるため、経済的負担を減少しながら検
査結果のデジタル化をも実現できる。また、必要な検査項目のみ入力すればよいので早く
入力作業ができ、また、不要な検査項目について入力してしまうミスを防止できる。
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【００２１】
　かかる態様によれば、尿検査の結果や付加情報を入力する場合、これらの１つの検査結
果に対して、１つのスイッチで対応している専用の入力端末とすることで簡単に入力でき
、誤入力や操作ミス、時間がかかるなどの不具合が解決される。
【００２２】
　さらに、尿検査を行わないこと又は尿検査を後日行うことを含む、検査項目に対する判
定結果以外の情報をデジタル出力するための入力部である付加情報入力部を有することが
好ましい。重要な情報であるにも関わらず、従来の入力端末では入力できなかった付加情
報が入力できるので、得られるデータの有用性が増す。
【００２３】
　さらに、前記設定・送信入力部が、出力の実行を選択する送信スイッチを有し、前記送
信スイッチで出力の実行を選択した場合であって入力し忘れた検査項目があったときに作
動する警告手段を有することが好ましい。これにより、入力漏れの注意を促され、必要な
検査項目の入力を忘れてデジタル出力してしまうことを防止できる。入力をさらに確実な
ものとする事ができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の第１の態様によれば、入力漏れや入力ミスを防止し、入力に要する時間を短縮
できる。
【００２５】
　本発明の第２～４の各態様によれば、入力漏れや入力ミスを防止し、入力に要する時間
を短縮でき、コストを低く抑えながらもデジタル出力できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、図を用いて本発明の実施例を具体的に説明する。
【実施例】
【００２７】
［実施例１］
（全体構成）
　図１は、本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の上面図であ
る。本実施例の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末１は、デジタル尿検査端末で
あって、付加情報入力部、設定・送信入力部、出力端子６、尿潜血のカートリッジ１６、
尿ｐＨのカートリッジ１８、尿糖のカートリッジ１９、尿蛋白のカートリッジ２１、尿ウ
ロビリノーゲンのカートリッジ２３を有する。各カートリッジは裏面側で本体の各ポート
に接続端子で接続されて装着されている。各カートリッジは、検査項目毎に検査結果を選
択して選択したものの判定結果をデジタル出力するための判定結果入力部である。
【００２８】
　付加情報入力部は、図１に示した、尿検査欠選択用入力スイッチ２、尿検査後日受診選
択用入力スイッチ３、尿検体有無選択用入力スイッチ４、キャンセル用スイッチ５、タイ
マー２４を有する部分である。
【００２９】
　設定・送信入力部は、図１に示した、Ａコース選択スイッチ７、第１の項目設定スイッ
チ８、第２の項目設定スイッチ９、第３の項目設定スイッチ１０、そして、Ｂコース選択
スイッチ１１、第４の項目設定スイッチ１２、第５の項目設定スイッチ１３、第６の項目
設定スイッチ１４、送信スイッチ１５を有する部分である。
【００３０】
　尿潜血のカートリッジ１６は、尿潜血選択表示用ＬＥＤ１７、検査項目名表示２８、判
定時間表示２９、複数の判定入力スイッチ３０を具備する。なお、本実施例において、コ
スト及びコンパクト性の観点からＬＥＤで代表して示しているが、光を点灯するものであ
れば、ＬＥＤで示している構成要素は、電球等他のランプに変えてもよい。尿ｐＨのカー
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トリッジ１８も、尿ｐＨ選択表示用ＬＥＤ、検査項目名表示２８、判定時間表示２９、複
数の判定入力スイッチ３０を具備する。尿糖のカートリッジ１９も、尿糖選択表示用ＬＥ
Ｄ２０、検査項目名表示２８、判定時間表示２９、複数の判定入力スイッチ３０を具備す
る。尿蛋白のカートリッジ２１も、尿蛋白選択表示用ＬＥＤ２２、検査項目名表示２８、
判定時間表示２９、複数の判定入力スイッチ３０を具備する。尿ウロビリノーゲンのカー
トリッジ２３も、尿ウロビリノーゲン選択表示用ＬＥＤ、検査項目名表示２８、判定時間
表示２９、複数の判定入力スイッチ３０を具備する。なお、図１において、図の簡略化の
ため、各カートリッジにある、各試験項目の選択表示用ＬＥＤ、検査項目名表示、判定時
間表示、判定入力スイッチについて符号を一部を除き省略した。
【００３１】
　出力端子６は、検査結果をデジタル出力するためのもので本実施例ではＲＳ２３２Ｃで
ある。
【００３２】
　図２は、本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の配線図であ
る。尿潜血のカートリッジ１６、尿ｐＨのカートリッジ１８、尿糖のカートリッジ１９、
尿蛋白のカートリッジ２１、尿ウロビリノーゲンのカートリッジ２３には、それぞれ、接
続端子を介して、尿潜血のカートリッジ制御用ＩＣ、尿ｐＨのカートリッジ制御用ＩＣ、
尿糖のカートリッジ制御用ＩＣ、尿蛋白のカートリッジ制御用ＩＣ、尿ウロビリノーゲン
のカートリッジ制御用ＩＣが接続されている。また、付加情報入力部には、付加情報入力
部の制御用ＩＣが接続されている。設定・送信入力部には、設定・送信入力部の制御用Ｉ
Ｃが接続されている。各制御用ＩＣは、出力端子であるＲＳ２３２Ｃを備えたマイクロコ
ンピューターに接続されている。各制御用ＩＣ及びマイクロコンピューターは電源に接続
されている。電源は家庭用１００ＶからＡＣアダプターなどを使用するか、電池などの内
蔵電源を使用する。本実施例には市販のマイクロコンピューターおよびＬＥＤが利用可能
で、これらは低電圧、低消費電流で作動するので、電池などでも十分に作動させることが
可能である。
【００３３】
　本実施例が具備するすべてのスイッチは各接続端子などを通じて入力された情報がそれ
ぞれ、各入力スイッチと各入力スイッチが具備するＬＥＤを制御するための専用の制御用
ＩＣに送られ、制御用ＩＣにおいて、どのスイッチが押されたかを判断しスイッチの意味
する情報がマイクロコンピューターに送られる。送信スイッチ１５は、出力の実行を行う
か否かを選択するスイッチであり、押下することで出力の実行が選択される。送信スイッ
チ１５を押すと、このマイクロコンピューターに送られた情報を統合制御し、出力端子６
より外部へデジタル情報として伝達する。
【００３４】
　またＡコースの第１、第２、第３の項目設定スイッチ８、９、１０、またはＢコースの
項目設定スイッチ１２、１３、１４で入力項目として設定されていて、検査項目として選
択された各カートリッジが具備する判定入力スイッチ３０からの入力が無い場合、送信ス
イッチ１５を押してもマイクロコンピューターが入力漏れを検知し、外部には出力されな
い。このとき同時にマイクロコンピューターから入力漏れのあった項目の制御用ＩＣに受
け漏れ信号がフードバックされ、このカートリッジの判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７と送
信スイッチ１５のＬＥＤが同期して点滅し、この検査項目について受け漏れがある事を警
告する。
【００３５】
　このときその他の正常に入力された各入力スイッチはそのまま入力された情報を専用の
制御用ＩＣが保持しているので、入力漏れのあった判定入力スイッチ３０のみの入力でよ
い。正常に入力が完了していれば送信スイッチ１５を押すことで、結果が送信され、設定
スイッチ以外の入力スイッチは初期状態の消灯となり、次の入力に備えて待機となる。
【００３６】
（判定入力スイッチ）
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　図３は、本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の判定入力ス
イッチの一つの上面図である。判定入力スイッチ３０は、判定結果表示２５、色見本２６
、判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７を備える判定用の入力スイッチである。本実施例におい
ては、色見本２６の部分が、選択した色見本の判定結果をデジタル出力することの切替を
行う選択部分を兼ねており、色見本２６を指で押して押圧してデジタル出力することのＯ
ＮＯＦＦを行う。指で押してＯＮＯＦＦを切り替える選択部分は、色見本２６そのもので
あるほか、色見本２６の近傍に別に設けてもよい。選択部分は、押圧で切り替えるものの
他、レバー操作等でＯＮＯＦＦの切替を行うものであっても良い。選択部分でＯＮが選択
されると、その信号は接続端子を介して各カートリッジの制御用ＩＣに伝達され、さらに
はマイクロコンピューターに伝達されて、送信スイッチ１５が押されて送信となった際に
、選択した判定入力スイッチに付された色見本の判定結果、たとえば「タンパク　＋－」
などが、外部にデジタル出力される。選択部分でのＯＮの選択により、デジタル出力のた
めの入力作業ができるので、尿検査の結果の判定と判定結果の入力を１回の操作で同時に
行える。色見本２６には、尿検査試験紙の検査結果の色見本の１つが貼り付けてある。色
見本２６は、尿検査試験紙の判定表の色見本を切り取って使うことができるほか、尿検査
試験紙の判定表のうちの１つと同じ色の色見本、すなわち、判定表の色見本の色の１つと
同じ色の色見本であってもよい。入力する人は、尿に浸した尿検査試験紙のうち該当する
試験項目の試験片の色と各色見本２６の色とを見比べ、もっとも近い色のスイッチを押す
だけで済むので、極めて容易で、ミスが生じにくく、また素早く入力が完了する。「±」
等、その色が意味する判定結果を選択するよりも、色をダイレクトに選ぶだけなので負担
が少なくて済む。
【００３７】
　色見本２６は、各検査項目ごとに数種類づつ存在する。色見本２６は、尿検査試験紙に
よる尿検査結果の判定表と同様に、１つの検査項目のカートリッジの中に、判定表と同じ
順序で並べてある。したがって、昔から尿検査結果の判定表を利用してきた人にも一目で
分かりやすく受け入れやすい。そのため、抵抗感なくかつ人為的ミスを防止でき、迅速な
入力が可能となる。
【００３８】
　そして、各色見本２６の近傍（図２においては上部）にそれぞれ判定結果表示２５を付
してある。判定結果表示２５には、例えば「±」、「＋１」、「５」、「－」など、検査
項目ごとに、尿に浸した試験紙片が決められた時間後に示した色がその色見本と同じ色で
あったときにどのような判定とするかを示す記号の表示がされている。したがって、判定
入力スイッチ３０を選択した際に、すぐにその選択した色が示す判定結果を知ることがで
きる。
【００３９】
　色見本２６の近傍（図２において下部）には、さらに判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７を
付してある。判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７は、その判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７を有
する判定入力スイッチ３０が指で押されたときに、そのカートリッジの制御用ＩＣの制御
により点灯する。したがって、選択した色見本がどれであるかが一目でわかる。
【００４０】
　各カートリッジが具備する判定入力スイッチ３０は、初期状態ではすべて消灯している
。いずれかの判定入力スイッチ３０を押すと押された判定入力スイッチ３０が具備する判
定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が点灯し、選択されたことを表示すると同時に、押した判定
入力スイッチの意味する判定結果の情報、例えば「＋１」なども、各カートリッジ専用の
制御用ＩＣへ送られる。
【００４１】
　本実施例によれば、尿検査試験紙の判定表のうちの１つと同じ色の色見本を、前記色見
本の判定結果をデジタル出力することの切替を行う選択部分又はその近傍に有し、尿検査
の結果の判定と判定結果の入力を１回の操作で同時に行えるようにしてあるので、分析装
置と比べて安価ながら、入力作業が極めて容易で、ミスが生じにくく、短時間でたくさん
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の検査の入力処理が行える。
【００４２】
　本実施例においては、判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７は選択したときに点灯するだけで
なく、選択した色見本が示す判定結果が異常値であるのか正常値であるのかを点灯する色
で示す。これにより、うっかり異常値の判定結果となる色見本の判定入力スイッチを押し
たときにミスに気付きやすくなる。
【００４３】
　例えば、尿蛋白のカートリッジ２１では、正常値の「－」が付された判定入力スイッチ
３０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が
緑色に光り正常値であることを検査員に色で再確認させ、正常と異常の中間である「±」
が付された判定入力スイッチ３０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定
入力スイッチ用ＬＥＤ２７が黄色に光り注意を促し、「１＋」以上の異常値が付された判
定入力スイッチ３０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ
用ＬＥＤ２７が赤色に光り異常値を入力したことを再確認させる。尿糖のカートリッジ１
８及び尿潜血のカートリッジ１６においても同様である。尿ｐＨのカートリッジ１８では
、中性を示す「７」が付された判定入力スイッチ３０を選択するとその判定入力スイッチ
３０に付された判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が緑色に光り正常値であることを検査員に
色で再確認させ、正常と異常の中間である「６」か「８」が付された判定入力スイッチ３
０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が黄
色に光り注意を促し、「５」か「９」の異常値が付された判定入力スイッチ３０を選択す
るとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が赤色に光り異
常値を入力したことを再確認させる。尿ウロビリノーゲンについては、尿検査試験紙では
異常値とされる「－」は検査できず、色の変化がなければ「±」の正常値と判定される。
尿ウロビリノーゲンのカートリッジ２３では、「±」が付された判定入力スイッチ３０を
選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が緑色に
光り正常値であることを検査員に色で再確認させ、正常と異常の中間である「＋１」が付
された判定入力スイッチ３０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力
スイッチ用ＬＥＤ２７が黄色に光り注意を促し、「＋２」以上の異常値が付された判定入
力スイッチ３０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ用Ｌ
ＥＤ２７が赤色に光り異常値を入力したことを再確認させる。判定入力スイッチ用ＬＥＤ
が選択した入力スイッチの色見本の判定結果が正常値か異常値かを示すため、したがって
、入力間違いを防ぐ効果を持つ。
【００４４】
　本実施例においては、さらに、必要な検査項目についていずれの判定入力スイッチ３０
も選ばずに送信スイッチ１５を押した場合、その検査項目のカートリッジのすべての判定
入力スイッチ用ＬＥＤ２７が、そのカートリッジの制御用ＩＣの制御により一定時間点滅
して入力漏れであることを示す。送信スイッチ１５を押した場合に、その検査項目のカー
トリッジのすべての判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が消灯していて点滅しなければ、入力
漏れでなく、必要な検査項目でないことが分かる。したがって、本実施例では、送信スイ
ッチを選択した場合であって入力し忘れた検査項目があったときに作動する警告手段とし
て、判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が入力漏れの有無を示すため、入力漏れの注意を促さ
れ、必要な検査項目の入力を忘れてデジタル出力してしまうことを防止できる。
【００４５】
（付加情報入力部）
　図４は、本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の付加情報入
力部の上面図である。尿検査欠選択用入力スイッチ２は、尿検査をしない（欠）である場
合に押して、尿検査をしないという情報を入力するためのスイッチである。尿検査後日受
診選択用入力スイッチ３は、尿検査を後日受診することを入力するためのスイッチである
。尿検体有無選択用入力スイッチ４は、尿検体があることを入力するスイッチと、検体が
無いことを入力するスイッチからなる。キャンセル用スイッチ５は、尿検査欠選択用入力
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スイッチ２、尿検査後日受診選択用入力スイッチ３、尿検体有無選択用入力スイッチ４の
いずれかのスイッチを間違えて押したときに初期入力状態に戻すためのスイッチで、本実
施例では、「戻る」と表示してある。タイマー２４は、検査時間を計るためのタイマーで
あって、その下にこれを操作するスイッチがある。タイマーの代わりに時計であってもよ
い。
【００４６】
　尿検査欠選択用入力スイッチ２を押すと本スイッチが具備するＬＥＤが点灯し選択され
たことを表示し、尿検査をしないという情報が入力される。尿検査後日受診選択用入力ス
イッチ３を押すと本スイッチが具備するＬＥＤが点灯し選択されたことを表示し、尿検査
を後日受診するという情報が入力される。
【００４７】
　尿検査欠選択用入力スイッチ２と尿検査後日受診選択用入力スイッチ３はどちらか一方
を選択すると、もう片方は選択が解除される仕組みであり、これらの時には尿検査は実施
しないので、各カートリッジが具備する判定入力スイッチはすべて、押しても反応しなく
なり、入力できない。また尿の検体の有無を入力するための、尿検体有無選択用入力スイ
ッチ４も選択できず、押しても反応しない仕組みである。
【００４８】
　尿検体有無選択用入力スイッチ４のうち、左側の「検体」と表示されたスイッチはこれ
を押すと尿検体を採取したという情報を入力でき、かかるスイッチの具備するＬＥＤが点
灯し選択されたことを表示する。尿検体有無選択用入力スイッチ４のうち、右側の「なし
」と表示されたスイッチを押すと、かかるスイッチの具備するＬＥＤが点灯し、本来なら
検体が必要であるが、何らかの理由により検体が採取できなかったという情報を入力する
。尿検体有無選択用入力スイッチ４の左右のスイッチは一方を入力するともう片方は選択
解除される。
【００４９】
　これらの付加情報も付加情報の制御用ＩＣでスイッチとＬＥＤの制御がおこなわれ、制
御された情報がマイクロコンピューターに伝達される。付加情報入力部は、検査項目に対
する判定結果以外の情報をデジタル出力するための入力部である。
【００５０】
　尿検査欠選択用入力スイッチ２、尿検査後日受診選択用入力スイッチ３のいずれかを押
した段階でスイッチの押された情報は、付加情報の制御用ＩＣを介してマイクロコンピュ
ーターに送られる。マイクロコンピューターのプログラムで最初に、尿検査欠選択用入力
スイッチ２、尿検査後日受診選択用入力スイッチ３のいずれかが押されていないかを、常
に監視していて、押されたと判断すると、マイクロコンピューターが全ての検査項目のカ
ートリッジの制御用ＩＣに信号を送り判定入力スイッチが反応しないように作動命令をお
くる。判定入力スイッチによる入力が途中であって点灯している判定入力スイッチが有っ
ても、尿検査欠選択用入力スイッチ２、尿検査後日受診選択用入力スイッチ３が優先に動
作するので、判定入力スイッチ用ＬＥＤはすべて消灯し入力無効とする動作を各カートリ
ッジの制御用ＩＣが行う。尿検査欠選択用入力スイッチ２、尿検査後日受診選択用入力ス
イッチ３のいずれもが解除された場合は即座にマイクロコンピューターから入力許可の信
号が各カートリッジの制御用ＩＣに送られ、判定入力スイッチの入力が可能となる。各カ
ートリッジの制御用ＩＣも常に「操作無効の信号」か「入力許可の信号」のどちらかが送
られているかを監視しており検知後即座に動作する。このような動作を内部で繰り返し行
ってるので（プログラムのループ）、送信スイッチが押されるまでは、すべてのスイッチ
は変更可能となっている。送信スイッチを押した瞬間にすべてのスイッチの状態を判断し
て統合し、送信となる。
【００５１】
　なお、タイマー２４を有するため、判定時間の異なる検査項目について、正確に判定す
ることが容易となる。
【００５２】
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（設定・送信入力部）
　図５は、本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の設定・送信
入力部の上面図である。Ａコース選択スイッチ７は、押すとスイッチに付属するＬＥＤが
点灯し、あらかじめ設定しておいたＡコースの項目設定スイッチで選択された各項目が一
括で選択出来るようになっている。第１の項目設定スイッチ８は、ウロビリノーゲンの項
目設定スイッチである。このスイッチをＯＮにするとＡコースの１つの項目としてウロビ
リノーゲンが選択される。第２の項目設定スイッチ９は、尿ｐＨの項目設定スイッチであ
る。このスイッチをＯＮにするとＡコースの１つの項目としてｐＨが選択出来る。第３の
項目設定スイッチ１０は、尿潜血の項目設定スイッチである。このスイッチをＯＮにする
とＡコースの１つの項目として尿潜血が選択される。Ｂコース選択スイッチ１１は、押す
とスイッチに付属するＬＥＤが点灯し、あらかじめ設定しておいたＢコースの項目設定ス
イッチで選択された各項目が一括で選択出来るようになっている。第４の項目設定スイッ
チ１２は、ウロビリノーゲンの項目設定スイッチである。このスイッチをＯＮにするとＢ
コースの１つの項目としてウロビリノーゲンが選択される。第５の項目設定スイッチ１３
は、尿ｐＨの項目設定スイッチである。このスイッチをＯＮにするとＢコースの１つの項
目としてｐＨが選択出来る。第６の項目設定スイッチ１４は、尿潜血の項目設定スイッチ
である。このスイッチをＯＮにするとＢコースの１つの項目として尿潜血が選択される。
【００５３】
　送信スイッチ１５は、すべての入力が終わり、このスイッチを押すと入力された尿検査
の結果がＲＳ２３２Ｃ端子よりデジタル出力される。送信スイッチ１５は、各カートリッ
ジの入力漏れが無いときはこれを押したとき、送信スイッチ１５の具備するＬＥＤがあら
かじめプログラムで設定した時間だけ点灯し、正常に出力されたことを知らせる。また各
カートリッジで入力漏れがあると、送信スイッチ１５を押しても送信されず、送信スイッ
チ１５の具備するＬＥＤがプログラムで設定した時間だけ点滅し警告する。
【００５４】
　Ａコース選択スイッチ７を押すと、Ａコース選択スイッチ７が具備するＬＥＤが点灯す
る。第１の項目設定スイッチ８、第２の項目設定スイッチ９、第３の項目設定スイッチ１
０のうち、設定された項目を持つカートリッジのみがＡコースの尿検査項目として設定さ
れる。選択された各カートリッジの検査項目の、選択表示用ＬＥＤが点灯し、選択された
ことが確認出来る。例として、第３の項目設定スイッチ１０が選択された場合、潜血のカ
ートリッジ１６にある尿潜血選択表示用ＬＥＤ１７が点灯し、入力待機状態となる。他の
項目選択スイッチも同様に、選択された項目のカートリッジの潜血のカートリッジと同位
置の検査項目の選択表示用ＬＥＤが点灯する。
【００５５】
　Ｂコース選択スイッチ１１についても同様にして、第４の項目設定スイッチ１２、第５
の項目設定スイッチ１３、第６の項目設定スイッチ１４でＢコースの検査項目を設定して
、選択された項目のカートリッジについてその検査項目の選択表示用ＬＥＤが点灯する。
【００５６】
　またＡコース選択スイッチ７とＢコース選択スイッチ１１はどちらか一方しか選択でき
ず、片方のスイッチを押すとこのスイッチの具備するＬＥＤが点灯し、もう一方のスイッ
チが具備するＬＥＤは消灯し選択が解除される。電源を入れた直後の初期状態ではＡコー
ス選択スイッチ７が選択され、Ａコース選択スイッチ７が具備するＬＥＤが点灯する。
【００５７】
　これらの設定スイッチは設定・送信入力部の制御用ＩＣがＡコース選択スイッチ７のＬ
ＥＤとＢコース選択スイッチ１１のＬＥＤの制御と設定スイッチの状態を判断し、この情
報をマイクロコンピューターに電気信号として伝えている。したがって、不要な検査項目
について入力してしまうミスを防止できる。
【００５８】
（カートリッジ）
　尿潜血のカートリッジ１６、尿ｐＨのカートリッジ１８、尿糖のカートリッジ１９、尿



(12) JP 2010-101660 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

蛋白のカートリッジ２１、尿ウロビリノーゲンのカートリッジ２３は、縦一列に並べてあ
り、上述のように基本構成は同じである。それぞれの検査項目の結果を入力するための判
定入力スイッチ３０が並び、カートリッジごと判定用端末に装着自在である。判定入力ス
イッチ３０は、判定表の各検査項目で横１列に並べられたすべての色見本に対応して設け
てあり、各判定入力スイッチ３０が具備する色見本は、判定表の該当する検査項目の欄に
並べられたのと同じ順序で各カートリッジに配列されている。
【００５９】
　検査項目名表示２８には、検査項目を、たとえば尿潜血では「潜血」、尿ウロビリノー
ゲンでは「ウロビリ」のように、省略した名称で表示している。判定時間表示２９は、そ
の検査項目の判定時間を示す。尿検査試験紙を尿に浸してからの判定までの時間を表示し
ている。
【００６０】
　尿検査試験紙のメーカーや種類により、検査項目の数や順序が異なり、また、検査項目
が同じでも、判定時間も各判定結果と結び付く色見本の色も異なる。本実施例によれば、
カートリッジごとに着脱可能であるので、試験を行う尿検査試験紙のメーカーや種類によ
り、必要なカートリッジのみを必要な個所に装着することができるので、汎用性が極めて
高い。また、判定時間も付記されているので、いちいち尿検査試験紙の瓶の表示を確認し
なくても判定時間を誤ることがなく、人為的なミスを防止できる。
【００６１】
　コースの種類及び選択する検査項目により、同じ尿検査試験紙を用いる尿検査であって
も、必要な検査項目は異なる。本実施例によれば、設定・送信入力部における選択によっ
て、必要な検査項目のカートリッジについてのみ、選択表示用ＬＥＤが点灯する。したが
って、人が判定入力スイッチを選択する際に、余分な検査項目について入力を行ったり、
必要な検査項目で入力を忘れたりすることを防止できる。
【００６２】
　本実施例では医療機関でよく使用される５種類の検査項目に限定して作成してあるが、
用途により装着ポートと検査項目数を増やして作成する場合もある。検査項目も尿検査試
験紙の種類も製造元も変えない場合であれば、すべての検査項目について該当する尿検査
試験紙の判定表の通りに色見本を配列した1つのカートリッジでポートに固定されて取り
外さないものであっても使うことができるが、将来一部の変更があった場合でも再購入と
なりコストがかかる。
【００６３】
　図６は、本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の尿蛋白のカ
ートリッジの上面図である。判定表と同じように横一列に判定入力スイッチが並べてある
。判定入力スイッチ群の左側に検査項目や判定時間が記され、さらにその左に検査項目が
選択されているかを示すＬＥＤが配してある。配置はすべての検査項目のカートリッジで
統一してあり、見やすくなっている。
【００６４】
　一つのカートリッジからは一つの結果しか出力できなくする必要があるので、各カート
リッジが具備する判定入力スイッチ３０は、同じカートリッジが具備する数個の判定入力
スイッチ３０のうち、一つだけしか選択できない構造である。訂正する場合は同一のカー
トリッジが具備する他の判定入力スイッチ３０を選択することで、その前に選択した判定
入力スイッチ３０は選択が解除される。
【００６５】
　例として潜血のカートリッジ１６が具備する数個の判定入力スイッチ３０はどれか一つ
しか押す事が出来ず、このカートリッジ上の他の判定入力スイッチ３０を押すとその他の
判定入力スイッチ３０が具備するＬＥＤは消灯し選択解除となる。
【００６６】
　図７は、本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の各カートリ
ッジの側面図である。尿ウロビリノーゲンのカートリッジ２３には、判定入力スイッチ３
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０が表面側に設けてあり、尿ウロビリノーゲンのカートリッジの接続端子３１がカートリ
ッジ裏面側に設けられている。同様に、尿蛋白のカートリッジ２１には尿蛋白のカートリ
ッジの接続端子３２が、尿糖のカートリッジ１９には尿糖のカートリッジの接続端子３３
が、尿ｐＨのカートリッジ１８には尿ｐＨのカートリッジの接続端子３４が、尿潜血のカ
ートリッジ１６には尿潜血のカートリッジの接続端子３５が、それぞれカートリッジ裏面
に設けられている。カートリッジごとに接続端子の位置は少しずつずれており、位置が重
ならないようになっている。
【００６７】
　各項目のカートリッジが具備する各判定入力スイッチ３０からの入力信号は、各カート
リッジ下部のそれぞれ異なる位置に設けられた接続端子を介して本体の各ポートの各カー
トリッジ専用の位置の接続端子のみと接続される。尿ウロビリノーゲンのカートリッジ２
３の下部には第１の位置に尿ウロビリノーゲンのカートリッジの接続端子３１が設けられ
ており、尿蛋白のカートリッジ２１の下部には第２の位置に尿蛋白のカートリッジの接続
端子３２が、尿糖のカートリッジ１９の下部には第３の位置に尿糖のカートリッジの接続
端子３３が、尿ｐＨのカートリッジ１８には第４の位置に尿ｐＨのカートリッジの接続端
子３４が、尿潜血のカートリッジ１６の下部には第５の位置に尿潜血のカートリッジの接
続端子３５がそれぞれ設けられていることになる。
【００６８】
　本実施例においては、尿ウロビリノーゲンのカートリッジの接続端子３１が一番左側に
あり、つづいて、尿蛋白のカートリッジの接続端子３２、尿糖のカートリッジの接続端子
３３、尿ｐＨのカートリッジの接続端子３４とつづき、一番右側に位置するのが尿潜血の
カートリッジの接続端子３５となる。
【００６９】
（ポート）
　図８は、本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の各カートリ
ッジを外した状態の上面図である。判定用端末の各カートリッジの下には、図８に示した
ように、第１のポート３６、第２のポート３７、第３のポート３８、第４のポート３９、
第５のポート４０が縦一列に並べて設けてある。各ポートには、すべてのカートリッジの
接続端子に接続するための接続端子が並べて設けてある。
【００７０】
　本体の各ポートには尿ウロビリノーゲンのカートリッジの接続端子３１とのみ接続可能
な位置に尿ウロビリノーゲンのカートリッジとの接続専用の接続端子４１が設けられてお
り、尿蛋白のカートリッジの接続端子３２とのみ接続可能な位置に尿蛋白のカートリッジ
との接続専用の接続端子４２が、尿糖のカートリッジの接続端子３３とのみ接続可能な位
置に尿糖のカートリッジとの接続専用の接続端子４３が、尿ｐＨのカートリッジの持つ接
続端子３４とのみ接続可能な位置に尿ｐＨのカートリッジとの接続専用の接続端子４４が
、尿潜血のカートリッジの持つ接続端子３５とのみ接続可能な位置に尿潜血のカートリッ
ジとの接続専用の接続端子４５がそれぞれ設けられている。
【００７１】
　本実施例では、左から、尿ウロビリノーゲンのカートリッジとの接続専用の接続端子４
１、尿蛋白のカートリッジとの接続専用の接続端子４２、尿糖のカートリッジとの接続専
用の接続端子４３、尿ｐＨのカートリッジとの接続専用の接続端子４４、尿潜血のカート
リッジとの接続専用の接続端子４５の順に設けてある。これらは、各カートリッジ裏面の
接続端子の位置に相当する位置にある。図８においては、第５のポート４０の接続端子の
み符号がつけてあるが、各ポートとも同じ配列で接続端子が並んでおり、縦一列は同じ符
号の接続端子となる。すなわち、どのポートもいちばん左の接続端子が尿ウロビリノーゲ
ンのカートリッジとの接続専用となる。
【００７２】
　本体の各ポートの接続端子４１はすべて尿ウロビリノーゲンの制御用ＩＣにつながって
おり、各ポートの接続端子４２はすべて尿蛋白の制御用ＩＣに、各ポートの接続端子４３
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はすべて尿糖の制御用ＩＣに、各ポートの接続端子４４はすべて尿ｐＨの制御用ＩＣに、
各ポートの接続端子４５はすべて尿潜血の制御用ＩＣにそれぞれ接続されているので、ど
のポートにどのカートリッジを接続しても間違いなく、専用の制御用ＩＣに情報が伝達さ
れるしくみである。
【００７３】
　各カートリッジの接続端子３１、３２、３３、３４、３５はそれぞれのカートリッジが
具備する判定入力スイッチ３０からの入力の情報を本体内部の電子制御部のマイクロコン
ピューターに電気信号を伝達するための接続端子と、各判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７や
それぞれのカートリッジの選択表示用ＬＥＤを点灯させるための電源を供給する接続端子
とからなる。尿ウロビリノーゲンの接続端子３１は、尿ウロビリノーゲンのカートリッジ
２３を装着したポートの、尿ウロビリノーゲンのカートリッジとの接続専用の接続端子４
１と対になって接続する。尿蛋白のカートリッジの接続端子３２は、尿蛋白のカートリッ
ジ２１を装着したポートの、尿蛋白のカートリッジとの接続専用の接続端子４２と対にな
って接続する。尿糖のカートリッジの接続端子３３は、尿糖のカートリッジ１９を装着し
たポートの、尿糖のカートリッジとの接続専用の接続端子４３と対になって接続する。尿
ｐＨのカートリッジの接続端子３４は、尿ｐＨのカートリッジ１８を装着したポートの、
尿ｐＨのカートリッジとの接続専用の接続端子４４と対になって接続する。尿潜血のカー
トリッジの接続端子３５は、尿潜血のカートリッジ１６を装着したポートの、尿潜血のカ
ートリッジとの接続専用の接続端子４５と対になって接続する。各カートリッジの接続端
子は同じポート内の別の接続端子には接続できない位置に存在する。本実施例ではカート
リッジの最大数は５つであるため各ポートの接続端子の数も５つであるが、各ポートに設
ける接続端子の数は、接続可能とするカートリッジの数に応じて定めることができる。尿
検査においては、少なくとも３以上は検査項目がある。たとえば、全員が同じ年齢で、検
査項目が人によって異ならない場合には、必要な検査項目に応じた任意のカートリッジを
選択して、ポートに、検査時に使用する尿検査試験紙の備える検査項目と同配列で装着し
てもよい。
【００７４】
　このため各カートリッジはどこのポートに接続されても、各カートリッジが具備する、
それぞれ異なった判定入力スイッチの意味する情報を間違いなく本体内部の電子制御部へ
伝達できる。このことで検査時に使用する尿検査試験紙の備える検査項目と同じカートリ
ッジを選択し、これらの各カートリッジだけ前記の検査項目と同じ配列にポートに装着す
ることで、検査項目の数と配列に完全に一致した、尿検査試験紙の検査結果の判定表とな
る。
【００７５】
　本実施例では、各医療機関でよく利用されている、尿ウロビリノーゲン、尿蛋白、尿糖
、尿ｐＨ、尿潜血の５種類の検査項目の例で示した。現在では、一般的な尿検査試験紙で
検査できる検査項目は約１１種ほど存在しているので、この数だけのカートリッジと、ポ
ートを設ければすべての場合に対応出来る尿検査試験紙の検査結果の判定表となる。した
がって、多様なケースの試験に１つの端末で対応できる。
【００７６】
　製造元により、尿検査試験紙の備える検査項目、配列、判定表の色見本も異なる。そし
て各医療機関では一つの製造元に統一して、ある程度の期間継続して使用する傾向にある
ので、判定用端末の導入時に、各医療機関で使用している尿検査試験紙に合わせてカート
リッジを装備しておけば継続的に使用でき、使用する製造元を変更しても、色見本を取り
替えるだけで、どの種類、どこの製造元にも対応可能となる。
【００７７】
（制御）
　各制御用ＩＣによって各カートリッジが具備する判定入力スイッチからの入力情報と判
定入力スイッチが具備する個々のＬＥＤを制御する。各制御用ＩＣはどの判定入力スイッ
チが押されたのかを判断し、その押された判定入力スイッチが具備するＬＥＤを点灯させ
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、押されたスイッチの情報をマイクロコンピューターに伝達する。マイクロコンピュータ
ーはすべての各カートリッジからの情報と付加情報、設定スイッチの状態を統合し送信ス
イッチがおされるまで、出力待機状態を保持する。送信スイッチ１５を押すまではすべて
の入力スイッチの訂正が可能である。
【００７８】
　また送信スイッチ１５を押した時、マイクロコンピューターから入力漏れがあったカー
トリッジに、それを制御している制御用ＩＣへ受け漏れ信号がフィードバックされる。こ
の信号を受け取った制御用ＩＣはそのカートリッジの判定入力スイッチが具備するＬＥＤ
すべてを、あらかじめプログラムで設定された時間点滅し入力漏れを警告する。点滅によ
る警告に加え、あるいは点滅による警告に代えて、ブザーやアナウンス等、音声による警
告がされるようにしてもよい。
【００７９】
（カートリッジの装着）
　判定にあたり、まずはカートリッジを装着する。結果の判定と入力は、尿潜血について
は尿潜血のカートリッジ１６、尿ｐＨについては尿ｐＨのカートリッジ１８、尿糖につい
ては尿糖のカートリッジ１９、尿蛋白については尿蛋白のカートリッジ２１の蛋白、尿ウ
ロビリノーゲン（略してウロビリと呼ばれる）については尿ウロビリノーゲンのカートリ
ッジ２３で行う。したがって、各医療機関で使用している尿検査試験紙と同じ順番で、そ
の種類及び製造元に応じた色見本を有する検査項目別のカートリッジを配列しておく。
【００８０】
　図９は、尿検査試験紙と尿検査試験紙の項目順に配列したカートリッジとの対応を示す
図である。尿検査試験紙５１は、先端から順に、尿ウロビリノーゲンの試験紙片４６、尿
蛋白の試験紙片４７、尿糖の試験紙片４８、尿ｐＨの試験紙片４９、尿潜血の試験紙片５
０が縦一列に並べられた細い短冊状の紙である。各試験紙片の順番や数は、試験紙の種類
や製造元により異なる。尿ウロビリノーゲンの試験紙片４６、尿蛋白の試験紙片４７、尿
糖の試験紙片４８、尿ｐＨの試験紙片４９、尿潜血の試験紙片５０は、それぞれ、試験項
目の成分量や性質に応じた呈色反応を示すものであり、種類や製造元により色が異なるこ
とがあり、また、同じ成分量や性質に対して呈色する色が異なることがある。
【００８１】
　図１０は、尿検査試験紙による尿検査結果の判定表を示す図である。判定表には色見本
２６が並べてある。本実施例では、判定表と同じ行列で色見本が並ぶようにカートリッジ
を配列する。
【００８２】
（付加情報の入力）
　付加情報部の各スイッチで付加情報を入力する。尿の検査をしない時は、尿検査欠選択
用入力スイッチ２を押す。これを押したときはすべての判定入力スイッチ３０が押しても
反応しない仕組みになっている。また各判定入力スイッチを入力し終わったあと、検査し
ないようになった場合、尿検査欠選択用入力スイッチ２を押すと、すべての判定入力スイ
ッチが消灯し判定は入力できないようになっていて、尿検査欠選択用入力スイッチ２のＬ
ＥＤだけ点灯する。尿検査を後日に実施予定を入力するための、尿検査後日受診選択用入
力スイッチ３も同様で、尿検査欠選択用入力スイッチ２と尿検査後日受診選択用入力スイ
ッチ３はどちらか一方しか押せない仕組みである。また尿の検体がある場合は尿検体有無
選択用入力スイッチ４の左側の「検体」と表示されたスイッチを押し、無いときは尿検体
有無選択用入力スイッチ４の右側の「なし」と表示されたスイッチを押す。これらのスイ
ッチを押した後、訂正するにはキャンセル用スイッチ５を押すと、付加情報の各スイッチ
が初期入力状態にもどる。また尿検体有無選択用入力スイッチ４は尿検査欠選択用入力ス
イッチ２と尿検査後日受診選択用入力スイッチ３のどちらかが押された状態のときは入力
できない仕組みとなる。
【００８３】
（設定）
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　Ａコース選択スイッチ７とＢコース選択スイッチ１１の縦の列で、各コースと項目の選
択をする。健康診断では年齢の違いで尿の検査項目が違う場合があり、これに対応するた
めコースごとに検査項目の種類が設定できる。ここでは２つのコースが設定可能である。
Ａコースが３４歳以下で規定の検査項目が、蛋白、糖の２種類の場合であり、Ｂコースが
３５歳以上で規定の検査項目が、蛋白、糖、潜血の３種類の場合である。Ａコースは、Ａ
コース選択スイッチ７を押すことで選択され、蛋白と糖の項目は尿検査試験紙では必ずあ
る項目なので強制的に選択され、他の項目選択スイッチがＯＦＦになっていることを確認
するだけでよい。このとき尿蛋白選択表示用ＬＥＤ２２と尿糖選択表示用ＬＥＤ２０が点
灯し項目が選択されたことを確認できる。Ｂコースは、Ｂコース選択スイッチ１１を押す
ことで選択され、蛋白と糖はＡコースと同様で、第６の項目設定スイッチ１４をＯＮにす
るだけでよい。そして尿蛋白選択表示用ＬＥＤ２２と尿糖選択表示用ＬＥＤ２０、尿潜血
選択表示用ＬＥＤ１７が点灯し、項目が選択されていることを確認できる。
【００８４】
（判定）
　そして尿に浸けた尿検査試験紙を判定入力スイッチ３０に近づけ各項目ごとに判定入力
スイッチ３０に付いている色見本２６と比較し、同じ色の色見本を有する判定入力スイッ
チ３０を押す。
【００８５】
　尿検査試験紙は項目により尿に浸してから判定するまでの時間が決まっているので、タ
イマー２４で時間を計れるようになっている。判定までの時間は判定時間表示２９に表示
しあり、各カートリッジごとに同じ場所に表示してある。
【００８６】
　判定入力スイッチ３０を押すと判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が点灯し入力されたこと
を表示する。このとき同じカートリッジの判定入力スイッチ３０は２つ以上同時には点灯
しないようになっている。入力した後訂正したい時は、他の判定入力スイッチを押すと、
訂正前の判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７は消灯する。また項目選択スイッチで選択されて
いない検査項目のカートリッジでは判定入力スイッチ３０を押しても反応しないようにし
ている。他のカートリッジの判定入力スイッチについても同様である。しかし強制的に選
択されている蛋白、糖を含む、第１～第６の項目設定スイッチ８、９、１０、１２、１３
、１４で選択されているのに、どれか１つでも判定入力スイッチの入力漏れがあるのに送
信スイッチ１５を押した場合は入力が漏れたことを警告するため、漏れがあった検査項目
のカートリッジの判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７のすべてが点滅し、約３秒後に入力待機
状態にもどり、結果は送信されず、誤入力を防止する。
【００８７】
（デジタル出力）
　入力情報がすべて入力されたら、最後に送信スイッチ１５を押すとＲＳ２３２Ｃの出力
端子６より、結果がデジタル出力される。出力された後は最初の入力状態にもどり、つぎ
の入力の待機状態となる設計である。
【００８８】
　本実施例の判定用端末は米国マイクロチップテクノロジ社が発売するＰＩＣと呼ばれる
、マイクロコンピュータで制御しており、内蔵のＵＳＡＲＴモジュールを使用し、ＲＳ２
３２Ｃ端子により外部と非同期式通信を行っている。このプログラムはこれに対応するＣ
言語の関数を用い動作させている。これにより内部の電子回路とプログラムの設計は専門
家でなくても比較的簡単に作成する事が出来るため、電子回路とプログラムの記述は省略
するが、各スイッチを押したときＲＳ２３２Ｃ端子より出力される文字列をまとめた表は
、表１のとおりであり、選択されたスイッチに対応する文字列のみが出力される。表１中
の「エリア」はカートリッジのことを示す。また、各スイッチの欄には、スイッチの名称
を符号番号で示す。符号番号の後にはそのスイッチで選択した内容を簡単に示してある。
【００８９】
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【表１】

【００９０】
（作用効果）
　本実施例によれば、入力漏れや入力ミスを防止し、入力に要する時間を短縮でき、コス
トを低く抑えながらもデジタル出力できる。詳細には、以下の作用効果を奏する。
・その色が意味する判定結果を選択するよりも、色をダイレクトに選ぶだけなので負担が
少なくて済む。
・判定入力スイッチ３０を選択した際に、すぐにその選択した色が示す判定結果を知るこ
とができる。
・判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７は、その判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７を有する判定入
力スイッチ３０が指で押されたときに、そのカートリッジの制御用ＩＣの制御により点灯
する。したがって、選択した色見本がどれであるかが一目でわかる。
・尿検査の結果の判定と判定結果の入力を１回の操作で同時に行えるようにしてあるので
、分析装置と比べて安価ながら、入力作業が極めて容易で、ミスが生じにくく、短時間で
たくさんの検査の入力処理が行える。
・判定入力スイッチ用ＬＥＤが選択した入力スイッチの色見本の判定結果が正常値か異常
値かを示すため、入力間違いを防ぐ効果を持つ。
・送信スイッチを選択した場合であって入力し忘れた検査項目があったときに作動する警
告手段として、判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が入力漏れの有無を示すため、入力漏れの
注意を促され、必要な検査項目の入力を忘れてデジタル出力してしまうことを防止できる
。
・試験を行う尿検査試験紙のメーカーや種類により、必要なカートリッジのみを必要な個
所に装着することができるので、汎用性が極めて高い。また、判定時間も付記されている
ので、いちいち尿検査試験紙の瓶の表示を確認しなくても判定時間を誤ることがなく、人
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為的なミスを防止できる。
・設定・送信入力部における選択によって、必要な検査項目のカートリッジについてのみ
、選択表示用ＬＥＤが点灯する。したがって、人が判定入力スイッチを選択する際に、余
分な検査項目について入力を行ったり、必要な検査項目で入力を忘れたりすることを防止
できる。
・多様なケースの試験に１つの端末で対応できる。
・尿検査試験紙の備える検査項目、配列、判定表の色見本も異なるが、使用する製造元を
変更しても、色見本を取り替えるだけで、どの種類、どこの製造元にも対応可能となる。
・コースを選択でき、コースごとに検査項目の種類が設定できる。
・入力が漏れたことを警告し入力が漏れたままでは結果は送信されないため、誤入力を防
止できる。
【００９１】
　また、本実施例によれば、尿検査の結果と付加情報をデジタル化するという目的に特化
しており、極めて低コストで導入可能で、小型軽量で、持ち運びも容易であり、持ち運び
が前提となる巡回健康診断では特に有用である。
【００９２】
［実施例２］
　図１１は、本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例２の上面図で
ある。実施例１との違いは、付加情報部に、尿検体有無選択用入力スイッチ４の代わりに
、第１の付加情報選択スイッチ５２、第２の付加情報選択スイッチ５３、第３の付加情報
選択スイッチ５４、第４の付加情報選択スイッチ５５を有し、したがって、入力できる情
報が多くなっていることである。その他の点は実施例と同じである。第１の付加情報選択
スイッチ５２は、生理中の情報の入力スイッチで、第３の付加情報選択スイッチ５４と同
時には選択できない仕組みとなっている。第２の付加情報選択スイッチ５３は、尿代謝物
の検体がある、という情報を入力するための入力スイッチで、尿検査欠選択用入力スイッ
チ２又は尿検査後日受診選択用入力スイッチ３の入力があるときは、選択できない仕組み
となっている。このスイッチが選択された場合は、尿を施設に持ち帰って検査することを
示す。第３の付加情報選択スイッチ５４は、尿沈渣の検体がある、という情報を入力する
ための入力スイッチで、尿検査欠選択用入力スイッチ２又は尿検査後日受診選択用入力ス
イッチ３の入力があるとき又は第１の付加情報選択スイッチ５２すなわち生理中の情報の
入力スイッチの入力があるときは、選択できない仕組みとなっている。このスイッチが選
択された場合は、尿を施設に持ち帰って検査することを示す。第４の付加情報選択スイッ
チ５５は、尿検査試験紙での検査はしたが何らかの理由で尿の検体が無いときに、尿検体
無しの情報を入力するための入力スイッチである。
【００９３】
　判定用端末１は尿を扱うため、表面および側面から尿が内部に入るのを防ぐ必要がある
ため、防水加工を施し、表面を清浄に保つため、なるべくスイッチなどの凹凸が少ない形
状が望ましい。
【００９４】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限定されず、その発明の趣旨を逸脱しない範囲で種
々と変形実施が可能である。また、上記各実施の形態の構成要素を発明の趣旨を逸脱しな
い範囲で任意に組み合わせることができる。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　本発明に係る尿検査結果の判定用端末は、工業的に製造することが可能で産業上の利用
可能性を有する。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の上面図である
。
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【図２】本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の配線図である
。
【図３】本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の判定入力スイ
ッチの一つの上面図である。
【図４】本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の付加情報入力
部の上面図である。
【図５】本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の設定・送信入
力部の上面図である。
【図６】本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の尿蛋白のカー
トリッジの上面図である。
【図７】本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の各カートリッ
ジの側面図である。
【図８】本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例１の各カートリッ
ジを外した状態の上面図である。
【図９】尿検査試験紙と尿検査試験紙の項目順に配列したカートリッジとの対応を示す図
である。
【図１０】尿検査試験紙による尿検査結果の判定表を示す図である。
【図１１】本発明の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末の実施例２の上面図であ
る。
【符号の説明】
【００９７】
　１　　判定用端末
　２　　尿検査欠選択用入力スイッチ
　３　　尿検査後日受診選択用入力スイッチ
　４　　尿検体有無選択用入力スイッチ
　５　　キャンセル用スイッチ
　６　　出力端子
　７　　Ａコース選択スイッチ
　８　　第１の項目設定スイッチ
　９　　第２の項目設定スイッチ
　１０　第３の項目設定スイッチ
　１１　Ｂコース選択スイッチ
　１２　第４の項目設定スイッチ
　１３　第５の項目設定スイッチ
　１４　第６の項目設定スイッチ
　１５　送信スイッチ
　１６　尿潜血のカートリッジ
　１７　尿潜血選択表示用ＬＥＤ
　１８　尿ｐＨのカートリッジ
　１９　尿糖のカートリッジ
　２０　尿糖選択表示用ＬＥＤ
　２１　尿蛋白のカートリッジ
　２２　尿蛋白選択表示用ＬＥＤ
　２３　尿ウロビリノーゲンのカートリッジ
　２４　タイマー
　２５　判定結果表示
　２６　色見本
　２７　判定入力スイッチ用ＬＥＤ
　２８　検査項目名表示
　２９　判定時間表示
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　３０　判定入力スイッチ
　３１　尿ウロビリノーゲンのカートリッジの接続端子
　３２　尿蛋白のカートリッジの接続端子
　３３　尿糖のカートリッジの接続端子
　３４　尿ｐＨのカートリッジの接続端子
　３５　尿潜血のカートリッジの接続端子
　３６　第１のポート
　３７　第２のポート
　３８　第３のポート
　３９　第４のポート
　４０　第５のポート
　４１　尿ウロビリノーゲンのカートリッジとの接続専用の接続端子
　４２　尿蛋白のカートリッジとの接続専用の接続端子
　４３　尿糖のカートリッジとの接続専用の接続端子
　４４　尿ｐＨのカートリッジとの接続専用の接続端子
　４５　尿潜血のカートリッジとの接続専用の接続端子
　４６　尿ウロビリノーゲンの試験紙片
　４７　尿蛋白の試験紙片
　４８　尿糖の試験紙片
　４９　尿ｐＨの試験紙片
　５０　尿潜血の試験紙片
　５１　尿検査試験紙
　５２　第１の付加情報選択スイッチ
　５３　第２の付加情報選択スイッチ
　５４　第３の付加情報選択スイッチ
　５５　第４の付加情報選択スイッチ
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月9日(2009.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　尿検査試験紙による尿検査結果の判定を行うための判定用端末であって、
前記尿検査試験紙の全ての検査項目についての検査項目毎のカートリッジからなる群と、
前記カートリッジをいずれも装着可能な少なくとも３以上のポートとを有し、
前記カートリッジが、尿検査試験紙の判定表の該当する検査項目の欄に並べられた色見本
と同じ数の判定入力スイッチと、前記ポートに接続する接続端子とを備え、かつ前記判定
入力スイッチはそれぞれ異なる色見本を備えるものであって、
前記ポートが、各カートリッジに接続する接続端子を有し、
前記カートリッジからなる群から任意のカートリッジを選択して、前記ポートに、検査時
に使用する尿検査試験紙の備える検査項目と同配列で装着することを特徴とする尿検査試
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験紙による尿検査結果の判定用端末。
【請求項２】
　尿検査試験紙による尿検査結果の判定を行うための判定用端末であって、
検査項目毎の判定結果入力部、出力端子、設定・送信入力部を有し、
前記判定結果入力部が、検査項目毎のカートリッジを有し、各カートリッジには、尿検査
試験紙の判定表のうちの１つと同じ色の色見本を前記色見本の判定結果をデジタル出力す
ることの切替を行う選択部分又はその近傍に有する入力スイッチを該当する検査項目の判
定表の色見本に対応するように並べてあり、各カートリッジで選択した１つの入力スイッ
チに応じてデジタル出力する内容を出力端子に送信するものであって、
前記設定・送信入力部が、検査項目を設定し、かつ、前記出力端子からの外部へのデジタ
ル出力を行うものであって、
前記判定結果入力部が、前記設定・送信入力部で設定された検査項目に対応するカートリ
ッジのみ入力可能となるものであることを特徴とする尿検査試験紙による尿検査結果の判
定用端末。
【請求項３】
　さらに、尿検査を行わないこと又は尿検査を後日行うことを含む、検査項目に対する判
定結果以外の情報をデジタル出力するための入力部である付加情報入力部を有することを
特徴とする請求項２記載の尿検査試験紙による尿検査結果の判定用端末。
【請求項４】
　さらに、前記設定・送信入力部が、出力の実行を選択する送信スイッチを有し、前記送
信スイッチで出力の実行を選択した場合であって入力し忘れた検査項目があったときに作
動する警告手段を有することを特徴とする請求項２又は請求項３に記載の尿検査試験紙に
よる尿検査結果の判定用端末。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の第３の態様は、尿検査試験紙による尿検査結果の判定を行うための判定用端末
であって、
前記尿検査試験紙の全ての検査項目についての検査項目毎のカートリッジからなる群と、
前記カートリッジをいずれも装着可能な少なくとも３以上のポートとを有し、
前記カートリッジが、尿検査試験紙の判定表の該当する検査項目の欄に並べられた色見本
と同じ数の判定入力スイッチと、前記ポートに接続する接続端子とを備え、かつ前記判定
入力スイッチはそれぞれ異なる色見本を備えるものであって、
前記ポートが、各カートリッジに接続する接続端子を有し、
前記カートリッジからなる群から任意のカートリッジを選択して、前記ポートに、検査時
に使用する尿検査試験紙の備える検査項目と同配列で装着することを特徴とする尿検査試
験紙による尿検査結果の判定用端末を提供する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　またＡコースの第１、第２、第３の項目設定スイッチ８、９、１０、またはＢコースの
項目設定スイッチ１２、１３、１４で入力項目として設定されていて、検査項目として選
択された各カートリッジが具備する判定入力スイッチ３０からの入力が無い場合、送信ス
イッチ１５を押してもマイクロコンピューターが入力漏れを検知し、外部には出力されな
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い。このとき同時にマイクロコンピューターから入力漏れのあった項目の制御用ＩＣに受
け漏れ信号がフィードバックされ、このカートリッジの判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７と
送信スイッチ１５のＬＥＤが同期して点滅し、この検査項目について受け漏れがある事を
警告する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　例えば、尿蛋白のカートリッジ２１では、正常値の「－」が付された判定入力スイッチ
３０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が
緑色に光り正常値であることを検査員に色で再確認させ、正常と異常の中間である「±」
が付された判定入力スイッチ３０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定
入力スイッチ用ＬＥＤ２７が黄色に光り注意を促し、「１＋」以上の異常値が付された判
定入力スイッチ３０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ
用ＬＥＤ２７が赤色に光り異常値を入力したことを再確認させる。尿糖のカートリッジ１
９及び尿潜血のカートリッジ１６においても同様である。尿ｐＨのカートリッジ１８では
、中性を示す「７」が付された判定入力スイッチ３０を選択するとその判定入力スイッチ
３０に付された判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が緑色に光り正常値であることを検査員に
色で再確認させ、正常と異常の中間である「６」か「８」が付された判定入力スイッチ３
０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が黄
色に光り注意を促し、「５」か「９」の異常値が付された判定入力スイッチ３０を選択す
るとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が赤色に光り異
常値を入力したことを再確認させる。尿ウロビリノーゲンについては、尿検査試験紙では
異常値とされる「－」は検査できず、色の変化がなければ「±」の正常値と判定される。
尿ウロビリノーゲンのカートリッジ２３では、「±」が付された判定入力スイッチ３０を
選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ用ＬＥＤ２７が緑色に
光り正常値であることを検査員に色で再確認させ、正常と異常の中間である「＋１」が付
された判定入力スイッチ３０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力
スイッチ用ＬＥＤ２７が黄色に光り注意を促し、「＋２」以上の異常値が付された判定入
力スイッチ３０を選択するとその判定入力スイッチ３０に付された判定入力スイッチ用Ｌ
ＥＤ２７が赤色に光り異常値を入力したことを再確認させる。判定入力スイッチ用ＬＥＤ
が選択した入力スイッチの色見本の判定結果が正常値か異常値かを示すため、したがって
、入力間違いを防ぐ効果を持つ。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
（カートリッジの装着）
　判定にあたり、まずはカートリッジを装着する。結果の判定と入力は、尿潜血について
は尿潜血のカートリッジ１６、尿ｐＨについては尿ｐＨのカートリッジ１８、尿糖につい
ては尿糖のカートリッジ１９、尿蛋白については尿蛋白のカートリッジ２１、尿ウロビリ
ノーゲン（略してウロビリと呼ばれる）については尿ウロビリノーゲンのカートリッジ２
３で行う。したがって、各医療機関で使用している尿検査試験紙と同じ順番で、その種類
及び製造元に応じた色見本を有する検査項目別のカートリッジを配列しておく。
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